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【概要】 
⾊が距離認識に影響を及ぼすことはよく知られていることだが、VR 環境でも同様の反応が得られるか調査を⾏
った。Unity を⽤いて、道路と⾞を配置した運転シミュレータを開発した。被験者に、そのシミュレータを操作
し先⾏⾞との⾞間距離を調整してもらうことでデータを収集した。ディスプレイ上・HMD 内でも、⾊による距
離認識の違いは発⽣するが、HMD では⾊による距離認識に経験則が働く可能性があることが⽰唆された。 
 
【背景・⽬的】 
現在急速に VR の利⽤が普及してきている中で、VR を⽤いたトレーニングシステムの開発が進んでいる[1]。こ
れは VR が⼈間に対して実環境と同じ認識や経験を与えているということが前提である。しかし、本当に VR の
中での認識が実環境と⼀致しているかは現段階では分かっていない。この差異についても様々な研究が最近⾏わ
れている[2,3]が、⾊認識に関する報告は⾒当たらない。そこで本研究では、このような⾊が距離認識に与える影
響が VＲ環境下でも同様に存在するか否かを検討する。 
 
【実験１】以下の２つの画像を⽤いて⼩実験を⾏った 

⇔  
【結果１】明確な法則は⾒いだせなかったが、被験者
全員が⾚は⼿前に、⻘は奥にあると答えた 
 
【実験１】 

 

 

被験者には、運転⼿として後⽅⾞を操作してもらう 
・⾞間距離が適切と判断したところで操作をやめても
らう 
・その時点の⾞間距離を記録する 
【予想】 
⾚より⻘の⽅が⾞間距離を狭く取るのではないか 
【結果１】 
3 ⼈の被験者中 3 ⼈が⻘の⽅の⾞間距離を広く取った 
→予想と逆 
 
よって⾊以外の要素が影響を与えている可能性を考
えた 
【実験２】被験者 1 名の⼩実験を⾏った 
・⾵景の動静 
・道の有無 
・先⾏⾞の⼤⼩(⼩は基本形とする) 
以上を変更したシーンを⾚・⻘それぞれ⽤意 
 

シーンの構成要素 

被験者から⾒えるシーン 

実験中の様⼦ 



  
↑道無しのシーン   ↑前⽅⾞を⼤きくしたシーン 

【結果２】 
⾵景の動静を切り替えたシーンが、３種の中でより影
響を与える可能性があると考えられた 
 
【実験３】 
実験 3 では、 
①基本形のシーン⾚⾊の前⽅⾞ 
②基本形のシーン⻘⾊の前⽅⾞ 
③⾵景静⽌のシーン⾚⾊の前⽅⾞ 
④⾵景静⽌のシーン⻘⾊の前⽅⾞ 
の４種類の実験を⾏った 
その後、結果と提⽰環境との関係を検討した 
【結果３】 
実験３の結果を⽤いて、 

(式)⻘の距離/⾚の距離＊100-100 
の式に当てはめたものを被験者ごとに並べたものが
下図である 

 
上記の式によって出た値を以下、⻘/⾚⾞間距離⽐と呼
ぶ 
◎被験者 11 ⼈中 9 ⼈が、基本形と⾵景静⽌の実験に

関して⻘/⾚⾞間距離⽐の正負が逆転していた 
・もし VR や⾊の違いがとる⾞間距離に影響を及ぼさ
ないのであれば、実験 3 の結果は、もっとランダムに
逆転が起こる/起こらないがあっていいはずであるが、
そのようにはならなかった 
・VR もしくは⾊の認識が何らかの影響を及ぼしてい
る可能性はあると推測できる 
 
【実験４】 
ディスプレイ上の実験でも同様の現象が起こるか検
証した 
【結果４】結果を前述した式に当てはめ、シーンを横
軸にとったものが左図、被験者を横軸にとったものが
右図である 

 
ディスプレイ上の実験でも⻘/⾚⾞間距離⽐の正負の
逆転が確認された、加えて HMD の⽅がその傾向が⼤
きく出た 
 
【結論】 
・⾊の違いと⾞間距離の関係は、⾵景の静動の影響を
受け、その影響はディスプレイより HMD で強く現れ
ると考えられる 
・これは HMD がバーチャルな環境を提⽰することに
関係しているのではと思われる 
・ディスプレイは客観的な状態だが、HMD は主観的
な状態になることが原因かもしれない 
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